ヒンジ式プレキャストアーチカルバート縦断方向の地震時挙動に関する基礎的研究 by Miyazaki, Yusuke
Title
Fundamental study on seismic behavior of hinge types of












京都大学 博士（工学） 氏名 宮﨑 祐輔 
論文題目 
Fundamental study on seismic behavior of hinge types of precast arch culverts  






























































































氏 名 宮﨑 祐輔 
（論文審査の結果の要旨） 
 
本研究では、ヒンジ式プレキャストアーチカルバート縦断方向の地震時挙動の解明と、縦断
方向の耐震性評価手法の開発を目的とした。カルバート縦断方向の地震時挙動に関し、設計条
件に主眼を置いた動的遠心模型実験と動的有限要素解析をそれぞれ実施した。 
本研究において得られた主な結論を以下に示す。 
 
1) カルバートの連結様式は、カルバートの縦断方向のせん断剛性を支配し、カルバートを分離
すると、個々のアーチ部材に応力集中が発生し、さらに盛土内において独立した挙動を許容
することで目開きが発生する。 
2) 盛土形状の影響は、カルバートに作用する拘束効果という形で現れ、土被りが小さいとカル
バートを拘束する力が減少し、カルバートの加速度応答が大きくなるが、盛土から作用する
応力は小さくなる。一方、土被りが大きい場合はその逆となる。 
3) ばね要素とジョイント要素を用いた弾塑性有限要素法により、東日本大震災において発生し
た、アーチ部材端部における連続的な角欠けについても一定の考察を得た 
4) ヒンジ式プレキャストアーチカルバート縦断方向の連結様式と盛土形状が、地震時における
カルバートの応力状態、加速度応答、盛土の変形状態に及ぼす影響を解明し、耐震性評価手
法の一例を示した。  
 
以上、本論文は、ヒンジ式プレキャストアーチカルバート縦断方向の地震時挙動を明らか
にするとともに、連結様式・盛土形状がカルバートの応力状態、加速度応答、盛土の変形状態
に及ぼす影響を説明可能な三次元動的有限要素解析手法を提案し、学術上、実際上寄与する
ところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるもの
と認める。また、平成３１年１月２３日、論文内容とそれに関連した事項について試
問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格
と認めた。  
  
  
 
